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３か月予報（2026年2月24日発表）の解説　大阪管区気象台

向こう３か月の天候の見通し

近畿地方 （3月～5月）

予報のポイント

向こう３か月の気温は、暖かい空気に覆われやすいため、高いでしょう。

向こう３か月の平均気温・降水量

平均気温（向こう３か月） 降水量（向こう３か月）

近畿

日本海側
低10並30高60％

高い見込み

少40並30多30％

ほぼ平年並の見込み

太平洋側
少40並30多30％

ほぼ平年並の見込み

数値は予想される出現確率（％）

です

季節予報は、予測の確からしさに応じて、気温や降水量などを「低い（少ない）、平年並、高い（多い）」となる確率で表しています。

「平年並」がどの程度の値になるのかについては、参考資料（https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/sankou/kinki3.html）をご覧ください。

文章による解説については、確率の大きさに応じた言葉で表現しています。詳しくは本資料末尾の「参考（確率予報の解説）」をご覧ください。

予想される海洋と大気の特徴

地球温暖化の影響等により、全球で大気全

体の温度が高いでしょう。

ラニーニャ現象に近い状態は解消します

が、海面水温は太平洋熱帯域の西部で高い

状態が続くでしょう。

このため、積乱雲の発生は、フィリピン付

近からフィリピンの東で多いでしょう。

これらの影響により、上空の偏西風は日本

付近から日本の東海上中心に平年より北を

流れるでしょう。このため、全国的に暖か

い空気に覆われやすいでしょう。

西日本太平洋側と沖縄・奄美では、期間の

前半を中心に南西からの暖かく湿った空気

が流れ込みにくいため、低気圧や前線の影

響を受けにくいでしょう。

数値予報結果をもとにまとめた予想される海洋と大気の特徴

３か月予報は、主に熱帯域のゆっくりとした海洋変動の大気への影響に基づいています。

中高緯度の大気独自の変動（寒帯前線ジェット気流の蛇行や北極振動等）は予測の不確実性が大きいため、予報を検討する際にはこの点も考慮しています。
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①

https://www.data.jma.go.jp/cpd/longfcst/sankou/kinki3.html
佃 直樹
長方形
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2026年3月2日

⼤滝ダム貯⽔量 及び 流域平均⾬量

3/2 9:00
現在

▼⾃主節⽔期60%(42,600千㎥)

▼渇⽔調整期50%(35,500千㎥)

▼異常渇⽔期30%(21,300千㎥)
▼60%(18,600千㎥)

▼50%(15,500千㎥)

▼30%(9,300千㎥)
▼50%(7,500千㎥)

▼40%(6,000千㎥)
▼20%(3,000千㎥)

8/164/1 9/306/16

第1期かんがい期(4/1〜8/15) 第2期かんがい期(8/16〜9/30)

（降⾬量）2/11 3:00 〜 2/11 17:00 累計24.4mm

（⽔位差）2/11  6:00  277.96m ⇒ 2/13 13:00 279.07m ⽔位 1.11m上昇

1/31
下渕放流量変更（4.5⇒4.2m3/ｓ）

2/5より
奈良⽔道⽔ 割合変更
①⼤滝ダム 1.4⇒0.9m3/s

②南近畿 0.5⇒1.0m3/s

3/1 より
奈良⽔道⽔ 割合変更
①⼤滝ダム 0.8⇒1.3m3/s

②南近畿 1.095⇒0.595m3/s

2/26 取⽔制限開始
①⼤滝ダム 0.9⇒0.8m3/s

②南近畿 1.0⇒1.095m3/s

［国土交通省 近畿地方整備局 紀の川ダム統合管理所　作成］

※グラフ中の「自主節水期」、「渇水調整期」及び「異常渇水期」については、「紀の川水系渇水対応タイムライン【紀の川渇水連絡会 作成】」
　（近畿地方整備局URL：https://www.kkr.mlit.go.jp/river/ol9a8v00000598ri-att/kinokawa.pdf）を参照のこと。
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天理ポンプ場 天理調整池

下市取水場

下渕頭首工

津風呂ダム
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奈良市

宇陀市

桜井市
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県庁

京都府

三重県

大阪府

明日香調整池

桜井サージタンク

凡 例

計 画両 系 統宇陀川系統吉野川系統施 設 名

ポンプ場・ポンプ棟

調 整 池

送 水 管

導 水 管

市 町 村 受 水 地

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

：配水池

：直結配水

：配水池

：直結配水

：配水池

：直結配水

：配水池

：直結配水

令和７年度下期 水源ダム渇水対応状況

Ｐ

橿原ポンプ場

高取
ポンプ場

沈砂池

貯水率：6.6％
(3/5 9時)

貯水率：16.2％
(3/5 9時)

貯水率：50.2％
(3/5 9時)

紀の川からの取水量（御所浄水場）
2.117m3/s×90％－0.005m3/s
＝1.895m3/s（10％減）（1/15削減開始）

新平群ポンプ場における
桜井浄水場からの水融通
：0.08m3/s（1/15着手）

生駒事務所における
自己水源からの取水量増量
：0.02m3/s（1/24着手）

貯水率：45.4％
(3/5 9時)

大和郡山事務所における
自己水源からの取水量増量
：0.005m3/s（2/26着手）

紀の川からの取水量
（桜ヶ丘浄水場）
0.110m3/s×90％
＝0.099m3/s（10％減）
（2/26削減開始）

室生ダムからの取水量
（桜井浄水場）
最大取水量1.02m3/s×94％
=0.96m3/s（6％減）

紀の川からの取水量
（小島浄水場）
0.159m3/s×93％
＝0.148m3/s（7％減）
（2/26削減開始）

水源ダムからの取水量

水源ダムからの取水量を
削減するための取組内容

凡 例

企業団本部
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